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B.C.G.ヲ 以 テ ス ルCalmetteノ 結 核 豫 防 接 種

Dr.R.Chaussinand.(Pasteur-nstitut,saigon.)

結核 ハ古代 カ ラ人類 ラ惜 シタ悪性 ナ疾病 デアツ

テ、 恐 ラクハ人類 ア リ テ 以來 ノ古 イモ ノデア

ルo

而 シテア ラユル人種、 ア ラユル年齢、人類肚會

ノアラユル階級 ヲ侵 シ、 且又人 間 ト交 渉 ノアル

多 クノ動物 テモ侵襲 スル。此 ノ頑 固執拗 ナ疾病

ハ又 地方的 二流行的 二他 ノ如何 ナル傳染病 ヨリ

モ深 ク肚會有機罷 ノ中二浸潤 シテヰル。

結核 ハ人類 ノ凡テ ノ疾患 ノ中デ最 モ残忍 ナモ ノ

デアル。文 明諸國 二於 テハ結核以外 ノ傳染病 ハ

1CO例 ノ中5-一一一15例 ノ死 亡率 テ示 セル ニ拘 ラズ、

開放 性結核患者100例 二 就 テ 少 ク トモ70例 ガ

3年 以 内 二死亡 シテ居 ル。

病床 生活及 ビ醤療 ノミニ基 ク失費 ラ計 上 スル ナ

ラバ結核 ハ他 ノ総 テノ傳染病 ニヨル失費 ノ線和

テ超過 スル コ ト25%デ ァ ル。

結核 ハ人 間 テ艶 スバ カ リデナ ク又弱質 ナラ シメ

勢 力 テ減 少 セ シムル モ ノデアル。縮 テ ノ疾病 ノ

中 デ結核 程、人 間 ノ活動能 力 ラ害 ヒツ ・肚會 二

甚 シキ損害 テ與 フル モノテ見 ナイ。佛 蘭西 デ結

核 ニ ヨツテ失 バ レル「作業債値」テMoineノ ・概

算 シ得 タ ノデ アル ガ、夫 レハ年額220億 法 以 上、

即 チ約30-40億 圓 ト計算 サ レテ居 ル。

× × ×

結核 ノ肚會的意義 ハ斯 クノ如 ク極 メテ重要 ナル

ガ故二有赦 ナ豫防接 種方法 テ成就 セ シメ ン トス

ル意 圖 ノ下 二行 ハ レタ澤山 ノ試 ミガアル ト云 フ

「 トハ怪 ムニ タラナィ。Pasteur,Villemin及

ビRobertKochノ 基礎 的観 察 ニ ヨツテ先 ヅ結

核 二封 スルPasteurノ 接 種 原則 ガ 慮用 セ ラレ

タ。次 デ人 工培養 基 二於 ケル結 核菌 ノ分泌物 テ

用 覧テ発疫 ラ惹起 サ シメ ン トスル事 ガ考 ヘ ラレ

タ。斯 クシテ死菌又 ノ・熱 化學 剤 ニ ヨツテ攣化

セシメラレタ菌、拉 二菌抽 出物、或 ヒバ「ッベル

ク リン」ガ用 ヒラレタ。 併 シ乍 ラ斯 カル線 テ ノ

努力 ハ不成功 デアツタ。 此 ノ 不成功 ノ根本 ハ

Calmette,Gu6rinガ 既 二1906年 頃 カ ラ實験

的 二謹明 シタ所 ノ結核免疫 ト云 フモ ノノ・急 性傳

染病 二於 ケル免疫 トノ・異 ツ タ種類 ノモ ノデ アル

ト云 フ事實 二基 クモ ノデ アル。

如何 ナル細菌感染 ガ其 ノ経 過 シタ後 二免疫 ヲ残

スカ ト云 フ事 テ注 目スル ニ、夫 レハ急 性感染 ノ

場合 二於 テ見 ル ノデ アツテ全身感染或 ヒバ毒素

作 用ガ之 レニ附随 シテヰル。例 ヘバ急性登疹 、

「ヂ フテ リー」、破 傷風、腸 「チ フス」デ アル。

又同様 二此等傳染病 ノ幾 ツ カニ於 テ、殺 シタ病

原菌 、或 ヒバ其 ノ新陳代謝産物 ノ注 入 ニ ヨツテ

人工的 二能動性晃疫 ラ惹起 セ シメ得 ル コ トガ知

ラレテ居ル。

之 二反 シテ結核 デハ 其 ノ關係 ハ 全 ク異 ツテ居

ル。結核 ノ場合 ニハ既 二感染 シタ個禮 二結核 菌

ラ住 マハ セル ト云 フ意 味 デ免 疫即 チ再或 ヒバ重

感染 二封 スル防 衙ガ生 ズル。此 レハ少激 ノ弱 毒

生菌 デ アラ桑バ ナラナィ、夫 故 二菌 ノ現 存或 ハ

其 ノ檜殖 ニ ヨツテ疾病 又 ハ死 亡二導 クモ ノデ ア

ツテハナ ラヌ。

結核 ハ主 トシテ淋巴臓器 ノ疾患 デアル ガ、淋 巴

臓器 ハ弱毒結核菌 ノ少量 テ保有 シテ居 テ其 ノタ

メニ從來 ノ有 毒結核菌 ニ ヨル重感染 二封 シテ生

禮 ガ防衛 サ レテ居 ル。 此 ノ再感染 二封 スル防衛
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歌 態 ヲ結核免疫或 ハCalmette二 從 ヘバPr5m-

unitionト 名 付 ケ ラル、 此 ノPr5munitionハ

菌 ガ生膿 内 二存在 シー 定 ノ細胞 カ ラ防衛物質 テ

産 出 スル間綴纏 シ、菌 ガ死滅 シ或 ハ排 出 セ ラル

ル ヤ否 ヤ失 バ レル。

從 ツテ結核免疫、或 ハPr5munitionハ 輕 度 ナ

良性潜在性結核 感染 二依 ルモ ノデアツテ、其 ノ

感染 タル ヤ全 ク健康状態 ラ害 フコ トナ久 唯 「ツ

ベル クリン」過敏症或 ハ 「ツベル ク リン、 ア レル

ギー」一 ヨツテ ノミ謹 明 セ ラル ・二過 ギナ イ。

正 サ シク此 ノ「ツベ ル ク リン」反慮 ニヨツテ、結

核 ハ凡テ ノ文 明諸 國 二著 シク蔓 延 シテヰル ト云

フコ トガ明 ラカニセ ラレタ。殊 二此 レハ其 ノ都

市 二甚 シ久 成人 ニ シテ結核菌 ノ感染 テ蒙 ラヌ

者 ハ殆 ンドナィ。併 シ乍 ラ、 「ツベル ク リン」二

反 慮 スル、從 ツテ感染 シタ ト考 ヘ ラル ・人 ノ撒

ト結核罹 患敷 及 ピ死亡激 トハ非常 ナル懸隔 ガア

ル。其 中僅 力2%位 ガ明 ラカニ結核 二罹 リ残鹸

ノモ ノハ全 ク健康 デ重感染 二封 スル抵抗 スラ持

ツテ居ル6其 ノ抵 抗 ハ就 中此 ノ人達 ガ開放性結

核患者 ト共 二生活 シテ居 ル時 二認 メラレル。

故 二大 多撒 ノ入々ハ既 二自然 二結核 二封 シテ免

疫 セ ラレテ居 ル。併 シ乍 ラ自然感染 ハ「偶然」ト

云 フ「氣紛 レ者」ノ手 二委 ネ ラレテ 居 ルモ ノデ

屡 ㌃初 感染 ガ重過 ギル タメニ殊 二抵抗力 ノ少 ナ

イ小見 デハ多少 トモ早期 二死 ノ轄蹄 テ トル進行

性結核 テ惹起 スル場合 ガ生 ズル。獣醤學的観察

及 ビ動物實験 デハ結核 二感受性高 キ動物 デハ免

疫 ハ正 サニ此 レ ト同檬 ナル駄態 ニヨツテ起 ル コ

ト"著 明二謹 明 シテ居 ル。

夫 レデアルカ ラ多激研究者 ガ解決 セ ン ト努 力 シ

タ問題 ノ根本原則 ハ、次 ノ如 ク明快 二定義 せラ

ル ・デ アラウ。 即 チ未感染 ノ人間 二 人 工的 ノ

Pr5niunition9賦 與 スル タメニハ 既 二乳 見期

二於 テ、 出生 第一 日ナ ラバ更 二宜 シイガ少量 ノ

生弱 毒結核菌 ラ其 ノ個禮 ノ淋 巴臓器 二移植 セ シ

ムルニ在 ル。死菌 ヤ、菌抽 出物 ハ少 シモ防衛力

〃賦 與 シナイ。夫 等 ハ少 シモ免疫作用 テ有 シナ

イ。Calmette以 前 ノ實験 者 テ 悉 ク失敗 セ シメ

タル大 キナ困難ハ強力ナル抗元生テ有 シ然モ無

毒ナル生菌 ヨリ晃疫物質 テツクル ト云 フ事デア

ツタn

× × ×

Friedmann.Moeller.Mac.Fadyeanガ 冷 血

動物及 ビ鳥型結核 菌 テ用 ヒタ試験 ガ無数 二終 ツ

タ ト云 フ事 ハ 「菌 ノ免疫作 用ハ其 ノ毒力 ト直接

ノ關係 ガアル」ト云 フR6merノ 假 論 テ是認 スル

ガ如 ク見 エタ。毒力 ガ強 ケ レバ張 イ程免疫作 用

ガ強 イ ト云 フ論法 カラGeraldWebb.William

及 セSelter・ ・小見 二少量 ノ有 毒結核菌 ラ注射

セ ン ト試 ミタ.

併 シ乍 ラ今 日ノ結核 ノ病 因學 二關 スル知識 カ ラ

ス レバ此 ノ如 キ接種 法 ノ實 用ハ考 ヘ ラ レナィ。

各種 ノ豫防接種 法 ニハ先 ヅ第一 ニソ レガ絶封 無

害 デ アル ト云 フ要求 ガ満足 セラ レネバ ナ ラヌ、

有 毒菌接種 ハ假令夫 レガ極 メテ微量 デ アツテモ

不 測 ノ結果 ヲ招來 シ得 ル。即 チ接種 感染 ノ蔓 延

ハ完全 二除外 出來 ナイカ ラデアル。然 シテ コ レ

ニ ヨツテ小見 ガ曝 サ レル危瞼 ハ非常 二大 キ イカ

ラ此 ノ接種 法ノ・全 面的 二不適 トシテ放棄 シナケ

レバ ナラナイ。

接種感染 ノ蔓 延 ラ出來ル丈 ケ除 カ ンガ爲 二多 ク

ノ研究家 ハ 自然 的叉 ハ人工的弱毒生菌 ラ利 用 セ

ン ト試 走タ。此 ノ種 ノ最初 ノ且 ツ最 モ注 目スベ

キ試 ミデアルBovovakzination即 チ牛 ノ豫防

接種 ハ1902年 頃 二Behring,R6mer,RupPe1

ニ ヨ ツテ實際 二行 ハ ヒタ。其 ノ方法 ハ海狼 二封

シテ僅 カチ有 毒 ナ人型株 カ ラ ノ生結核菌 ラ牛 二

接種 スル ノデ アルb此 ノBovovakzinationハ 後

二判 ツタコ トデ アルガ、接種 サ レタ動物 ハ該 菌

テ其 ノ乳 汁 ヤ糞 便 ト共 二分泌或 ハ排泄 シ絶 エズ

感染 危瞼 テ人類 及 ピ結核 二敏感 ナ動物 二與 ヘ タ

ガ爲 メニ断念 スル ノ止 ムナ キニ至 ツタ。 同様 ナ

》レ非難 ハ充分 二弱 メラ レテヰナ ィ生菌 子利 用 ス

ルArloing.Valleeノ 方 法 モ受 ケナケ レバナ ラ

ナ イ6

結 核 二封 スル免疫 テ達成 セン ト試 ミラレタ総 テ

ノ實験 ヲ縷 述 スル時間 ヲ有 シナ ィカ ラ唯志賀 ノ
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注 目 スベ キ業績 アルテ基 グルニ止 メル。

× × ×

不幸 ニ シテ早 クニ逝去 サ レタ偉大 ナル佛蘭西 ノ

學者AlbertCalmette及 ピ 其 ノ協同作業者

Guerin/B.C.G-7Y]テ スル 豫防接 種 ・・今 日

デハ全 世界 二於 テ結核 二封 ズル免疫 ノ最 キ注意

スベ キ試験 トシテ行 ハル ・様 ニナツ タ。200萬

以 上 ノ小見 ガ此 ノ方法 ニ ヨツテ接種 セラ レ、40

以 上 ノ諸國 ノ首都 と於 タハB.C.Gガ 調 製 セラ

〃、與 ヘ ラレテ居 ル。Calmette,Guerinハ 之

レマデ多 クノ實験者達 ガ失敗 シタ困難 テ克服 シ

終 二榮冠 テ勝 チ得 タ ノデアル。此 レハ吾 々ガ翫

二述 べタ如 ク接種 スベキ個禮 二生弱毒結核菌 ラ

移植 スル コ トデ アル。20年 以上 二亙 ツテ行 ハ レ

タ撒千 ノ實験 ノ後、此 ノ2人 ノ學 者 ノ・終 二新結
　

核 菌株 テ培 養 スル コ トニ成功 シタ。是 ガ即 チ、

B.C.G株 デ アル。此 ノモ ノハ次 ギ ノ2ツ ノ非常

二意義深 ギ性質 テモツテヰル。 即 チ人 工的 二減

弱 セ ラレタ寿性 ト、此 ノ減弱 セ ラレタ毒 性 ガ生

物學 的 二固定 シテ居ル ト云 フコ トデアル。

B.C。G帥 チCalmette.-Guerin菌 ハ 小見、 青

年、及 ビ牛 ノ豫防接種 二供 セラ レル。夫 レハ5

%「 グ リセ リン」牛膿汁加馬鈴薯培養基 テ墨0代
ら

通過 セ シメタモ ノデ、初 メ強毒牛型菌株 デアツ

タモ ノカラ出來 タ ノデアル。此 ノ特殊培養基 上

二於 テ菌 ノ素質 ハ、其 ノ生活力及 ビ抗 元性 ラ攣

化 スル コ トナ ク緩徐 二攣 化 シタ ノデ アル。嚴密

二同様 ノ状況 ノ下 ニナサ レタ13年 間 二亙ル絶

間 ナキ縫 植 ニ ヨツテ、B.C.Gハ 進行 性結核 ヲ惹

起 セ シムル能力 テ完全 二失 ツタ ノデ アル。

× × ×

既 二1921-1923年 ノ最初 ノ試験 二於 テCalme-

-tte
,GuerinハB.C.Gガ 研 究室動物及 ビ牛 二封

シテ完全 二無害 デアル コ トテ謹明 シタ。B.C.G

ハ大 量 ノ多種多様 ナル接種 ニモ拘 ラズ
、進行性

且 ツ他動物 二傳染 セ シメ得 ル如 キ結核 テ惹起

セ シムル コ!Nハ 常 二不可能 デアル。

凡 テノ結核過敏性動物 二封 スル接種、或 ヒバ動

物 通過等撒 千 ノ實験 ガ爾來諸國 ノ硫究室 二於 テ

行 ハ レテ居ル ケ レ ドモ、B.C.Gテ シテ些 ノ毒 力

ト難 モ奪還 セ シムル コ トニハ成功 シナカツ 久

弦 二於 テ試験動物 ノ抵抗 力 テ減弱 セ シムル汎 ユ

ル可能 ナ手段 ガ弄 セ ラレタ、例 ヘバ種 々 ノ病原

禮 ニ ヨル重感染 、毒物、磧 物性有毒物質 ニ ヨル

中毒、磯 餓、「ヴィタ モン」鋏 乏症 等 デアル。 斯 カ

ル努力 ニモ拘 ラズB.C・G投 與 ノ結果 トシテ進

行性後始 性結核病攣 テ惹起 セシムル コ トハ不 可

能 デ アツタ。 其他 二B.C.Gノ ・假 令強毒牛型菌

カ ラ生 ジタモ ノデアル トハ云 へ、嘗 テー度 モ牛

ノ艦 内二於 テ再 ビ初 メ ノ寿 性 テ取戻 ス ト云 フ コ

トノ・出來 ナカツタ。Guerinノ ・此 ノ事實 ラー ツ

ノ實験列 二於 テ確 メ久 夫 レ・・巴里 ノPasteur

研 究 所 ノ牛 二就 テ行 ツタモ ノデ アル。10年 間牛

二毎年50醒 ノB.C.Gテ 注 射 シタ。 即 チ、総量

約225億 ノ菌 デ アル。然 ル ニ試獣 ノ撲殺 二當 ツ

気進行性結核 ノ僅微 ノ攣 化 ト難駿 見 スル コ トハ

出來 ナカツタ。

有能 ナ研究家 ガ努力 シテ精細 二追試 シタケ レド

モPetroff.Watson.Seiffert及 ビ其他撒 氏 ノ反

封所 見ハ確謹 シ得 ナ カツ タ。吾 々ハ之 二關 シテ

唯Calmette.Neufeld.BrunoL、ange.L,udwig

Lange.A.Imamura.Watanabe.W.Park.

Cantacuz6ne.Aldershoff.Gerlach.Boquet.

N6greノ 業績 ヲ述 ブルニ止 メル。

B・C・Gノ 無害性ハ殊 二最初 生物 學者達 カ ラ反封

サ レタ。 彼等ハB.C.Gノ 大量 接種 ハ試験 動物

ノ組織臓器 モ憂 化 テ起 シ、其 ノ攣 花 ハ判然 ト結

核性機轄 ノ汎 テノ屡性 ラモツテヰルデ アラウ 下

信 ジテ居 タ。併 シ乍 ラ此 ノ攣 化 テ注意深 ク研究

・シタ縮 テ ノ學者 バー方 二於 テ純 埣 二調 製 セ ラレ

タB・C・G純 培養 テ用 ヰル ト共 二他 方二於 テハ

實験動物 テ偶螢性結核傳染 ヨリ完 全 二隔絶 シテ

観察 シタ結果此攣 化 ハ常 二自然 二而 モ完全 二治

癒 シ、他動物 二封 スル傳染 性 ハナ イ毛 ノデ アル

コ トデ確謹 シタ。

極 ク最近支那 』於 テF.F.TangハB.C.Gノ

限牢サレタ轟ガ減弱 テ疑問視 シタ。 彼 ノ自験
ニ ヨルB ・CLG接 種 動物 ハ大部分、 多少 トモ有
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毒結核菌 二基 ク攣化 ト近似 シタ攣 化 テ示 シテヰ

ル ト信 ジテ居 タ。

併 シ今 ヤ撒 百 ノ業績 カ ラ、B.C.Gハ 輕 度 ナ良 性

慶 化 ヲ接種動物 二起 サ シメル コ トガ明確 ニセ ラ

レタ。 同檬 二吾 々ハ腹腔 内、静脈 内接種 ハ最 モ

強 イ攣 化 テ來 サ シメ、且ツB.C.G量 ガ多 ケ レバ

多 イ程、攣 化 モ強 イ ト云 フコ トテ知 ツテ居 ル。

Calmette自 身 モ既 二1927年 頃 、此 ノ事實 テ精

細 二述 べ テ居 リ、動物 ノ皮下接種 二用 ヒラルベ

キB.C.G景 ラ定 メタ.例 ヘバ牛 ニハ50薩 、 兎

ニハ1-5薩 、 海狸 ニハO.5--3neデ アル。此 ノ

指 圖 テ逡守 ス レバB.C.Gハ 精 々、 部属淋 巴腺

ノ腫脹 テ件 ハザル小 限局性寒 性膿瘍 テ作 ル位 ノ

モ ノデ アル。此 ノ小限 局性良 性攣化 バー般 二、

夫 レガ作 ラ レタ場合 デモ痕跡 ナク完全 二自然治

癒 シ、絶封 二試験 動物 ノ健康駄態 ニハ影響 テ與

ヘ ナ イ。

之=一反 シテCalmetteノ ・B.C.Gハ 兎 デ非常 二

大 量 テ、或 ハ其 ノ不均 等俘游液 テ殊 二静脈 内 二

用 ヒタ時 ニハ致 死 セ シムル コ トサヘ ァル テ厘 ≧

謹 明 シタ。併 シ此 ノ如 キ栓塞性 ノ病攣 ハ同 ジ様

二用 フ レバ死 菌 デモ起 ル、 夫故B.C.Gノ 毒 力

ガ問題 デナル ノデハナ クテ却 ツテ死 菌、 生菌 ノ

大量 ガ血行 二注 入サ レタコ トガ問題 デ アル。該

菌 ハ個艦 ノ毛細血管 二抑 留 サ レテ栓塞 テ生 ゼ シ

メ績 イテ壊 死 テ招來 スル。

夫 故 二Tangガ 其 ノ試験動物 二於 テB.C.Gノ

大 量 ヲ投與 シタ後 二著明 ナル病憂 テ認 ノ タ ト云

フ ノハ不 思議 デハナ ィ。併 シ乍 ラ假 令彼 ガ海狽

デ2同 、 兎 デ8同 モB.C.Gテ 接 種 シタ トi誰モ

ー其 ノ量 ハCalmetteガ 牛 ノ豫防接種 二推賞 シ

.タ量 デ アルガー其 ノ實験 二於 テ唯 ノ1回 モ進行

牲 、傳 染性結核 ノ嚢生 ラ観察 シナ ヵッタ ノデ ァ

ルo

l921年 以來封結核豫防接種 二用 ヒラ レテヰル

B.C.G菌 株ハ持緬的二弱毒性 ラ固定サ レテヰ

ル。該量 ノ接種 ハ常二此 ノ如 キ良性ナ自然 二治

癒 スル非傳染性 ノ攣化 ヲ惹起 スル。B.C.Gハ 常

二試験管内二於 テモ生艦 内二於 テモ同様ナ抗元

性 テ保持 ス。又同菌株ハ常 二同一ナル培養=上ノ

特質 ト有毒菌 ノ重感染 二封 シテハ結核過敏性個

盟二明 ラカナル抵抗 テ與ヘル能力 テ有 シテ居

ノレo

B.C.Gハ 亦 、輕度 ノ特殊病慶 テ惹起 スル ガ故 二

僅少 ノ病性 テ認 メナケ レバナ ラヌ。此 ノ病 攣 ガ

ツマ リハ結核免疫 ノ登 生 ニ トツ テハ必要 ナ ノデ

ァル。 併 シ乍 ラB.C.G株 ハ無毒性 ト定義 サ レ

ネバナ ラヌ、 即 チ大 量投與 ニ ヨツテサヘ モ唯良

性、局所 性 ノ攣 化 テ作 ルニ過 ギナ ィ上 二其 ノ攣

化 タル ヤ常 二自然 二治癒 シ嘗 テ進行 性機轄 テ招

クコ トナ ク更 二B.C.Gハ 安 定 性 ラ 有 スル菌株

デ、凡 ユル試験 二於 テ其 ノ毒性 ラ如何 様 ニモ強

化 セシムル コ トガ出來 ナ カツタカ ラデ アル。

B.C.Gバ ー 定 ノ減弱 セラ レタル毒性 テ遺傳 スル

コ ッホ氏菌 デ アル。

× × ×

全世界 ノ細菌學研 究所 二於 テハ兎、海狸 ニ ヨル

B.C.Gノ 試 験 ガ行 ハ レタ。而 シテ凡 テ ノ試験 ハ

此等動物 ガB.C.G接 種 ニ ヨツテ 何 等 ノ障碍 テ

起 サザル事 ラ示 シタ。

併 シ乍 ラB.C.Gガ 此 等 ノ小實験動 物 ニ スラ発

疫作 用 テ與 ヘル カ否 カバ術一層 興味深 キ問題 デ
の

アル。何故ナレバ兎ヤ海狽 ハ結核感染 二封 シテ

全 ク異 ツタ立場テ トリハセヌカ。彼等ハ動物小

舎 二於 テハ全 ク例外的二結核 二侵サル ・二過 ギ

ヌノニ結核菌 ノ實験的接種 二當ツテハ非常二敏

感 デアル。從 テ此等 ノ動物二就 テB.C.Gノ 免

疫作用テ謹明スルコトハ甚グ困難 デアル。實際

二於テモB・C .Gラ 以テスル多 クノ免疫試験ハ

B・C・Gガ兎及 ピ海瞑 ノ人工的結核感染二封 シテ

唯僅カニ比較的 ノ不完全 ノ防衛力テ與へ得 タ事

ラ示 スニ過ギナイ。然 シ此 ノ比較的防衛力ハ結

核病憂 ノ旗ガ リ方 テ制限スル事、硬化、包埋 ノ

傾向アルコ ト、及 ピ封照動物二比 シテ著明ナル

生存期間 ノ延長 アル事等 二於 テ常二見 ラレタ。

比較的生命ガ短 イ此 ノ如キ小瑠歯動物二於 テハ

淋巴管二於ケル結核感染ハ非常二早 ク櫨ルモ ノ

デアルコ トテ注目セネバナラヌ、斯ル種類 ノ冤
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疫試験 二在 ツテハ鹸 リ残忍ナ大量接種法ハ放梛

スベキデ、通常診断確立二封 シテ利用サ ルベキ

デアツタ。何故ナレバー方二於 テ自然i!態 ノ下

二起ル海狸 ノ結核感染 ト他方大量 ノ皮下或ハ腹

腔内接種(10000或 ハ100000ノ 有毒結核菌)ト

ノ間二絶封 二比較ガ出來ナィカラデアル。此 ノ

如 キ著明ナ局所 ノ人工感染 テ其 ノマ ・ノ撒態 デ

保 タシメ且 ツ免疫 テ希望 スル如キ事 ハ考 ヘラレ

ヌo

豫防接種 テナシタ研究室瑠歯類 二就 テノ結核免

疫 ノ研究 ニハ接種量ハ約1/1。。萬彪 二制限サレネ

バナラヌ、 ト云 フノハ、夫 レヨリ爾ホ少量デモ

封照動物 テ感染 セシムルニハ 充分 ダカラデア

ル。又皮内、経 口的、或ハ眼結膜腔内ヘ ノ滴下

一ヨル有毒菌接種 モ施行 サルベキデアル。即チ

動物 ノ人工封照感染 二封 シテハ正常 ノ感染様式

ラ出來 ル丈 ケ嚴密 二踏襲スル檬心掛 クベキデア

ノレo

此 ノ方法 ニ ヨツテ庭理 シタタノNinni.Valtis.

Saるnz及 ビVanDeinseハ 非 常 二 實謹 的 ノ結

果 ラ得 ルコ トガ出來 タ。 即 チB.C.Gハ 研 究室

瑠歯類 ニサヘモ結核感染 二封 シテハ明確 ナル防

衛 テ與 ヘル ト云 フコ トテ謹 明 シタ。

× × ×

牛、豚 ヘ ノB.C.G豫 防接 種 ハ確 カナ成績 テ齎 シ

タ。 此 ノPr5munitionノ 赦 力 ハ最早疑 ヒ得 ナ

イ塵 デ アル。佛蘭西、加奈陀、懊 太利、智利、

カ リフ,ル ニヤ、 ブ ラジル、露西亜 二於 テハ接

種 セ ラレタ100000ノ 檀 ガ 敷果的 デ アツタ。 之

二關 シテ吾 ・々ハGuerin.Rankin.Gerlach諸

一教授 ノ非常 二詳細 ナ報告 テ基 グル ニ止 屯ル
。

X× ×

猿 二於 ケルB.C.Gノ 免 疫作 用 ハWilbertニ ヨ

ツテ攻究 サ レテ居 ル。氏 ハ西 阿弗利加 デ圭 トシ

テ類人猿 二就 テ實験 テ行 ヒB.C.G豫 防接 種 ハ

自然 ノ状況 ノ下 二行 ハル ・結核感 染 二向 ツテ有

数 二防衛 スル可能性 テ與 へ、 且ッ更 二接種動物

ガ重症結核猿 ト常 二同一 ノ橿 二共 二棲 ム コ トテ

飴 儀 ナ クサ レテサヘモ有敷 二防衛 サ レタ ノデ ア

ル。假令猿 ガ結核 過敏 性動物 トシテ目サ レテヰ

ル トハ云 《・B.C.Gハ 此 ノ猿 ニモ結 核免疫 テ生

ぜ シムル。

× × ×

有 リトアラユル動物 二試 ミラレタ、非常 二撒多

キ試験 ハ何 レモー義的 一 其等 ノ動物 二封 シテ

B.C.G・ ・紹 封無害 デ アル事 ラ謹明 シタ。B・C・G

豫 防接種 ハ如何 ナル場合 デモ人 間 二危瞼 デナ ィ

デ ァラウコ トハ又敢 テ認 メテ宜 シカ ラウ。而 シ

テ實際 二1924年 以 來200萬 以 上 ノ小見 ガ此 ノ

方 法 テ以テ接種 セ ラレタガ進行 性結核 或 ヒバ唯

一・一…-v例ノ死 亡例 テモB.C.Gガ 責 任 テ員 フ可 キ モ

ノハ ナカツタ。或 ル撒人 ノ學 者 ハ自分 デハ全 ク

行 ツテヰナ ィカ、或 ハ唯例外 的 二小見 二接種 シ

テヰルニ過 ギヌ ノニCalmette,Guerin氏 菌 ハ

或 ル接種小見 二多少 トモ重 篤 ナ椿事 テ惹 起 セ シ

ムル コ トガ アラウ ト主張 スル。

40以 上 ノ諸國 二於 テ 澤 山 ノ人 々二 豫防接種 ラ

行 ツタ100人 以 上 ノ諸學 者 ノ確謹 ハ之 トハ全 ク

相反 シタモ ノデァル。其 ノ他 二自験記録 ハ非結

核性領域 ノ小見 ノ接種 ガ 此 ノ小見等 ハ偶登

的 二死 ンダ ノデ アルガB.C.Gノ 完 全 無害性

ノ印象深 キ謹明 テ齎 シテ居 ル。此 ノ如 キ欺況 ノ

下 二艶 レタ小見500人 以 上 ノ詳 細極 マル封 照観

察 ガ今 日デハ知 ラレテ居 ル。 而 シテ唯1例 ト難

モ、僅 カノ結核病攣 モ詮明 サ レテ居 ナ ィ。死前

2-3ケ 月 二前以 テ接種 サ レタ 死見 ノ淋 巴腺 カ

ラ幾同 トナク純梓 ノB.C.G培 養 テ得 ル コ トサ

,へ可能 デアツタ。此 ノ培養 ハ正確 二前述 ノ如 キ

特徴 アル性質 テ示 シ、且 ツ重 要 ナ コ トハ其 毒カ

バ本來 ノB.C .G培 養 ト同様 二減弱 サ レタモ ノ

デ アツタ.人 農 内二於 ケルB.C.Gノ 毒 力減弱

ノ安 定性 二就 テ疑 フコ トガ許 サ レルデ ア ラウ唯

1例 ノ解剖所見 サへ知 ラ レテ居 ナ イ。

或 ル學者 ハB.C.Gノ 毒 力低下 ガ 人艦 内 二於 テ

明 カニ安定性 ナモ ノデ アル トノ完全 ナル確 實性

テ圭張 スル コ トガ出來ル爲 ニハ少 ク トモ20年

間 ハ待 ツテ見ナ ケ レバ ナルマ イ ト説 イテヰル。

此 ノ假iftハ 確 固 タルモ ノデハ ナ ィ。 既 二10年
●
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乃至12年 以來接種 シタ小見"於 ケル観察及 ビ

動物實験 ノ示シテヰル如 久 實際 二小見 デハ2-

5年 後 二牛 デハ18ケ 月一2年 後 二次第二先ヅ

「ツベルクリン」過敏症 ガ清失 シ、夫 レニ少 シオ

クレテ免疫ガナクナル。 ト云 フノハ免疫菌 ハ緩

徐 二破壌サ レルカ或ハ個髄 カラ排出サレルカラ

デ アル。夫故二免疫状態 ガ成年期 マデ持績 セラ

レンガ爲一ハ週期的 ノ再接種 ガ必要鋏 ク可 ラザ
ロロの

ル モ ノ ァ ア ル 。

小見 二封 スルB.C.Gノ 全 キ無 危瞼性 ノ他 ノ謹

明 ハ次 ノコ トニ在ル。即 チ非常 二大量投奥 サ レ

テサ・〉モ不愉快 ナ結果 テ招カ ナイ。馨 師 ノ過失

カ ラ初 生見 二経 口的接 種 二充 テ ラレ牙居 ル程 ノ

大 量 ノB.C.Gテ 皮 下 二接種 スル コ トガ屡 篭ア

ル。 其 ノ結果 ハ高々小寒 性接種膿瘍 ノ形成 ラ來

タ シタ丈 ケデ穿刺 サ レネバナ ラナカツタケ レ ド

モ如何 ナル重篤 ナ椿 事 モ起 ラナカツタラ シイ。

Calmetteハ 電 話 ノ通告 ノ誤 リデ起 ツタ過失 テ

蓮 ベ テヰル。 夫 レハ4-一一14tsZ/23人 ノ 小見 ガ

1/
1。。匙 ノ代 リニ各 々10竈 ノBC.Gテ 皮 下 二注

射 セラ レタ。 即 チ 其量 ハ1000倍 モ多 イ量 デ ア

ル。此 ノ23人 ハ其 ノ接種部位 二 小寒 性膿瘍 テ

.形 成 シタ。而 シテ13人 デハ 自然 二之 ガ 消失 シ

残 ツタ10人 デハ 穿 刺 セネバ ナラナカツタ。 併

シ唯一人 卜難 此 ノ大 量 ノB.C.G注 射 ニ ヨツテ

些 少 ノ健康 障碍 スラ蒙 ツタモ ノハナ ィ。此 ノ出

來 事 ハ10年 前 ノコ トデ アルガ 些 ノ不愉快 ノ結

果 テモ生 ジナカツ タノデ アル。

傳 染病例 ヘバ麻疹、百 日咳 ノ如 キハ 「ツベル ク

リン」過敏症 ノ小見 二「アネル ギー」駄 態 テ惹起

スル。而 シテ夫 レハ或 ル學者 ハ結核 テ活動的 ナ

ラ シムル結 果 トナルデ アラウ ト結論 シテ居 ル。

ク レ ドモ此等 ノ傳染 病 モB.C.Gノ 毒 力減弱 二

關 スル限 リハ些 ノ攣化 ラモ惹起 セ シムル コ トハ

出來 ナイ、吾 人 ハ斯 ル事實 テ厘 ≧自 ラ確 メテ居

ル0

8年 間 ろ_上一Zス プル ヒ及 ピサ ィゴ ンニ於 テ個人

的 二617人 ノ小 見 二B・C.G接 種 テスル機會 ガ

與 ヘ ラ レタ。夫 ヒニ向ツテ汎 ユル種類 ノ接種 方

法 ガ探用 サ レタ。 即 チ経 口的 二208人 、 皮下 二

392人 、 筋 肉内 二17人 接種 シタ。 其他 二 早生

見、弱質初 生見 、榮 養不良 ノ乳見 、種 々 ノ傳染

病 ノ恢復期 ノモ ノニ接種 シ、此等 ノ小見 ノ大多

数 ハ多年観察 ガ績 ケラ レタ。 而 シテCalmette

Guerin結 核 防衛剤 ハ人類 二 完全 危瞼 ナ・キモ ノ

デ アル コ じヲ確信 スル コ トガ出來 タ。今村教授 、

渡邊教授及 ビ其 ノ協 同研 究者等 ハ 年來B・C・G

ノ接種 ラ實際 二 行 ツテヰル、 ケ レ ドモ 同檬 二

B.C.Gハ 人 類 二 如何 ナル 害 テモ加 フル コ トハ

全 ク不可能 デァル ト確信 シテヰル。

B.C.Gノ 無 害性 ノ實護 二 資 セ ンガ タメ吾kハ

又 ス トラスブル ヒ大學 小見 科 二於 テ次 ノ様 ナ試

験 テ行 ツタガ不愉 快 ナ椿事 ハナ カツ タ。生 キテ

居 ル事 ラ母親 二秘 密 ニ シテ アツタ先 天性慢性磯

内水腫 テ有 ス ル 生後7ケ 月 ノ崎型 見 二2雇 ノ

B.C.Gラ 腹 腔 内二接種 シタ。即 チCalmetteニ

ヨ ツテ皮下接種量 トシテ推 賞 サ レタ量 ノ200倍

デ ァル。接 種後78日 ニ シテ此 ノ乳 見 ハ健康状

態 テ檜進 シス トラス ブル ビ ノ母親 ガ其 ノ子供 ノ

生存 テ悲 ムノラ怖 レテ父親 ハ其子供 テ瑞 西 ノバ

ー ゼル大學小見科 二移 シタ
。4ケ 月後 此 ノ子供

ババー ゼル ニ於 テ死 亡 シタ。死 因ハ恐 ラク其 ノ

崎型 ノ結果 デ アツ タデ アロウ。Wieland教 授 ノ

個人 的指導 ノ下 二行 ハ レタ解剖 ノ結果 ハ腹腔 内

二接種 サ レタ2彪 ノB・C .Gハ 此 ノ小 見 二封 シ

テ完全 二危瞼 ナキ コ トラ詮 明 シタ。B.C.Gノ 完

全 ナル無 害性 二就 テ ノ此 ノ非常 三實謹 的 ナ症例

ノ研究 カラ確信 テ得 テWieland教 授 ババー ゼ

LV大 學 小見 科 デ自 ラB.C.G豫 防接種 テ行 フコ

トヲ始 メタ.

数 人 ノ佛 蘭西學 者 ハ30雇 ノB.C.G経 口接種 ハ

事情 ニ ヨリテノ・或 ル初 生見 二lill化障 碍 テ惹起 セ

シムル コ トガナィカ トノ疑 問 テ抱 イテ居 ル
。此

ノ疑惧 ハ根糠 ノナイモ ノデ アル
。吾 々ハ10人

ノ初生見 二倍 量即 チ60延 ノB.C.Gテ 與 ヘタ.

ケ レ ドモ些 ノ浦化不良 テモ招來 シナ カツタ
。 其

他 二吾 々ハ此 ノ問題 二關 シテ竺∠Lコニ≧ ノ實 地讐

家 二順 問 シテ居 ル。此 ノ町 二於 テハ凡 テ ノ需師
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ハ例 外 ナクB.C.G豫 防 接種 テ癒 用 シテ居 テ多

クノ初 生見 ハ生後 間 モナ ク経 口的 二接 種 セ ラレ

ル。 從 テ若 シモB.C.Gガ 小 見 二何等 カ ノ危害

テ與 フル デアラウナ ラバ此 ノ害 ハ凡 テ ノ馨 師 カ

ラ避 ケ難 イモ ノデ アツタデアラウ。 サィゴ ンニ

於 テハ1931年 カ ラ1935年 マ デ60000人 以 上 ノ

Annamiten系 初 生見及 ピ1452名 ノ欧系初 生見

二B.C.G経 口接種 ガ行 ハ レタ。 ク レ ドモ些 ノ

病 的椿事 モ確 ぞラ レナヵツタ。而 シテ假 令芝 イ、

ゴ ンニ於 クル多 ク ノ欧洲乳見 ガ熱帯氣候 ノ下 デ

人 工的 二榮養 サ レテ居ル トノ・云 へB・C・Gノ 経

口投與 ノタメニ僅微 ノ榮養障碍 テモ惹起 スル コ

トガナカ ツタ。

× × ×

借此 ノ豫防接種物質 ハ如何 ニ シテ作 ラ レルカ?

此 ノ接種物質 ハ非常 二正確 二調製 セ ラレネバ ナ

ラヌ。而 シテ其 ノ調製法 ノ・可成 リ複 雑 デ アル。

故 二唯夫 レニ就 テ ノ圭要黙 ノミテ簡 軍 二述 ベ ル

コ トニ シヤ ウ。

Calmette及 ビGuerinガ5%「 グ リセ リン」牛

脆 汁加馬鈴 薯培養基 上 二絶 エズ綴 植 スル コ トニ

ヨツテB.C.Gノ 毒 力減弱 テ成就 シタコトハ之 レ

マデニ述 ベ タ所 デアル。此 ノ牛臆汁馬鈴薯上 ノ

培養 ハ接種物質 ノ調製 ニハ用 ヒラ レナ ィデ菌株

ノ糧植濠 ピ牛脆汁 テ加 ヘザル5%「 グ リセ リt」

馬鈴薯上 ヘ ノ轄植 二役 立 ツ。此 ノ培 養基 カ ラ培

養 ハ14日 後再 ピ新 シク250耗 内容 ノ硝子瓶 二入

レラ レテ アル150耗 ノサ ウ トン氏特殊培養基 ノ

表面 二轄植 セ ラレル。 此 ノ合成培 養基 ハB.C.G

ノ登 育 ラ 助 ケル モ ノデ 卿竈器 ノ温度 ガ正 シク

38。C二 調節 サ レテ アル時 ニハ 液禮 ノ全表面 ハ

1週 間 ノ後 ニハ薄 イB.C.Gノ 膜 テ以 テ蔽 ノ・レ

テ シマ ウ。

此 ノ最初 ノサ ウ トン培養 カ ラ同様 ノ手技 二從 ツ

テ全列 ノ新 シイソー トン瓶 二植 エ ラレ、其 ノ全

列 ハ20日 間 ノ培養 ノ後 二B.C.G接 種物 質 ノ調

製 二供 セ ラレル。

此 ノ如 キ方法 ニ ヨツテ 塵理 セ ラレ20日 間38。C

二保温 シタ後 二菌 ノ重量 バー瓶 二付テ4瓦 ラ含
●

ム。5本 ノサウ トン瓶 ノ培 養産物 テ細 カナ粉末

トナ シ4「 リ.ト ル」ノ特殊滅菌保 存液 テ 以 テ稀

繹 シテ1琵 二 就 キ5彪 ノ均等菌膿浮游液 トナ

ス。可成 リ複雑 ナB.C.G接 種 材料 ノ調製 法 テ

詳細 二述 プル コ トノ、無用 デ アル。 ト云 フ ノノ・之

一=關 シテSprechfilmテ 提 示 ろル光榮 テ有 スル

ガ故 デ アル。

B.C.G培 養 拉 二B.C。G浮 游液 ノ調製 ニハ特別

ノ研究室 テ用 フル ト云 フコ しハψ要鋏 ク可 ラザ

ル コ トデ アル。 艀 卵器 ハ 正 シク38℃ 二調節 セ

ラルA'・'ク研究室 ノ道具t・唯B.C.G .バ ニ限 ラ

セテ用 ヒラルベ キデァル。 此 ノ研 究室 ニハ決 シ

テ有 毒結核菌培養及 ビ他 ノ如何 ナル病厚禮培養

テモ保存 セラルベキ デハナ ィ。B.C.G調 製 二供

セラ々 ・全物質 ハ細心 ナル注意 ジ以 テ滅菌 セ ラ

レB.C.G調 製 以外 ノコトニ使用 サルベ キデハナ

ィ。最後 二此 ノ研 究室 デ作業 テスル部員 ハ週期
わ ヨ ゼ コ

的二診孕 ラレ・結核容疑者ノ・完全 二絶縁 嫡

レネ バ ナ ラ ヌ。

些三≦≦4ギ 起2タ 様 ナ災難 二曝 サル ・テ欲 シ

ナ イナ ラバ、 此等 ノ凡 テ ノ手段 ハ嚴守 セラ レ
、

B・C・G接 種 材料 ノ調製 ハ細 心 ナル注意 テ以 テ途

行 セ ラレネバ ナラヌ。 既 二知 ラレテ居 ル如 ク掲

逸ユ三ベ ックニ於 テ1930年 不 注意 ノ過失 カラ

無 毒B・C・G培 養 二有毒人型結核 菌 ガ混 ジタ、

而 シテ其 ノ有毒菌 ガ77名 ノ小見 テ結核 デ致死

セ シムル結果 トナ ツタ ゲ アル
。

勿論・B・C・Gノ 無 害性 ノ封 照 ニノ・健康 ナ家畜小

屋 ノ實験動物 ガ使用 サ レネバ ナラヌ。既 二他 ノ

實験 二供 セラ レ或 ハ結核容疑者、結 核容疑動物

ト接鯛 シタ海狽 家 兎ン・用 ヒラ レナィ 当 トハ 自明

テ ア ル 。

× × ×

B・C・G投 奥 ノ技術 ハ非常 二簡輩 デ アル
。今 日デ

ハ接種 ハ主 トシテ経 口的或 ハ皮下 ニナ サ レル
。

吾々ハ経 口的 ヨ リモ皮 下接 種 ガ好 キデアル。 ソ

レハ接種 サ レタ個人 二「ツベル ク旦ン」過敏 症從

ツテ免疫 乏早期 二而 モ著 シク高 イ率 二於 テ惹 起

セ シムルガ政 デアノヒ
。
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経 口的豫防接種 デハ初 生見 二其 ノ生後第1日 二

於 テB.C.G.10雇 宛 、 逐次3同 二亙 ツテ48時

間 ノ間隔 テ以 テ少量 ノ乳 ト共 二投與 サ レネバ ナ

ラヌ。即 チ全禮 デ30彪 デ アル、皮 下接種 デハ之

二反 シテ接種 量 ハ僅 力1/1。。雇 デ ァル。B.C.Gハ

生 キテ接種 サルベ キデ アルガ故 二之 テ長 イ間貯

ヘテ オクコ トハ不可能 デアル。

B.C.Gハ 耐 久 力 ガ限 ラ レテヰル。而 シテ之 テ氷

室、或 ハ冷所 二貯 ヘテサへ調製後僅 力10日 間使

用出來 ルニ過 ギ ヌ。B.C.G豫 防 接種 ハ必 ズ シモ

初 生見 二限 ツタコ トデハ ナ ク生長 シタ小見、 青

年及 ピ成人 デサヘ モ、彼 等 ガ「ツベル ク リン」二

反 慮 セメ時、 即 チ未 ダ結核 菌 ノ感染 テ受 ケテ居

ラメ時 ニモ同檬 二接種 セラ レ得 ル。

B.C.Gニ ヨ ツテ惹起 サ レル 免疫 ノ持績 ハ2-5

年 ノ澗 テ 動揺 スル夫故 二小見 ハ接種2年 後 「ツ

ベル クリ ン」反 磨 テ受 ケルノガ望 マ シイ。最早 「ツ

ベ ル ク リン」二反慮 セヌ凡テ ノ小見 ハ夫等 ガ 「ア

ネル ギー」歌態 テ示 スガ故 二、EPチ 発疫B・C・G

ノ大部 分ハ破 壌 セラ レ、或 ハ個禮 カラ排出 サ レ

タ コ トラ示 ス故 二再 接種 セラレネバ ナラヌ。

B.C.G接 種 材料 ノ使 用 ハ簡 輩 デ アル。 ケ レ ドモ

免疫 ノ数果 アラ シメ ンガ爲 ニハ次 ノ大切 ナ方 法

ハ嚴重 二注 意 セラ レネバ ナラヌ。 即 チ接種 サ レ

タ個人 ハB.C.G接 種 材料 ガ個膿 二於 テ免疫状

態 テ惹起 スル マデ、一 即 チ實際 ニハ6--8週 間、

汎 ユル結核感染 二向 ツテ防衛 セラ レル ト云 フコ

トガ必要鋏 ク可 ラザル コ トデ アル。

B.C.Gガ 接 種 サ レタ個艦 内二固定 サ レ、免疫 状

態 ノ登生 二必要 デアル攣 化 テ組織 内二惹起 セ シ

ムル爲 ニハ時 間 テ必要 トスル コ トハ容易 二理解

出來 ル トコロデアル。接種 サ レタ小見 ノ直 グ周

園 二結核患者 ガ アル檬 ナ時 ニハ其 ノ患者ハ6-

8週 間 隔離 サ レル カ或 ハ小見 ガ隔離 サ レネバナ

ラヌ。

接種 サ レタ小見 ノ此 ノ結核領=域 ヨリノ隔離 ハ甚

ダ重大 ナ意味 ラ有 スル事 デ アツテ細心 二嚴守 セ

ラ レネバ ナ ラヌ。 然 ラザ レバ 危瞼 二 曝 ラサ レ

ナ イマデモ接種 テ 無数 ナ ラシメ、 從 テ 凡テ ノ

Pr5munitionガ 悪 評 ヲ蒙 ルコ ト・ナルデア ラウ。

B.C.Gガ 其 ノ全免疫作 用 テ展開 シ得 ザル中 二小

見 ガ結核 ノ母親 ニ ヨツ テ毎 日感染 ノ危瞼 二露 出

サ レテ居ル様 ナ場合 ニハ 該小見 二B・C・G・ テ投

與 スル コ トノ無盆 デ アラウコ トハ 明 ラカデ ア

ル。接種 サ レタ小見 ガ非結核 性環境 ノモ ノデア

ル時 ニハ其 ノ小見等 テ隔離 スル コ トハ不必要 デ

ア ル 。

此 ノ隔離法 ハ常 二容 易 ニハ行 ハ レ得 ナイ ト云 フ

コ トデ、B.C.G接 種 法 二非難 ガナサ レタガ ソレ

ニモ拘 ラズ必要訣 ク可 ラザ ルモ ノデアル。 上流

肚會 二於 テハ接種 サ レタモ ノテ隔離 スル コ トハ

住 居 内二於 テ、或 ハ小見 科 へ或 ハ託見所 二逡 ル

等 ノコ トデ通常容 易 二達 シ得 ル,之 二反 シテ貧

乏 ナ階級 デハ此 ノ隔離 ハ雨親 ニ トツテ屡 ㍗大 ナ

ル失費 ト目サ レル。併 シ吾 々 ノ考 ヘ ニ ヨレバ今

日「サナ トリウム」ヤ結核 病院 二關 スル限 リ、十

分 二出資 スル國家 ガ 結核環境 ノB・C・G乳 見 ノ

タメニ特 別 ナ託見所 テ建 設 スル コ トハ容 易 デ ア

ツテ コレニ ヨツテ6-8週 間 ノ隔離 ハ大 ナル費

用 ナク逡 行 シ得 タデアラウ。

× × ×

最後 二爾 ホ甚 ダ重要 ナル黒占テ述 ベル コ トガ残 サ

レテ居ル。即 チB.C.Gノ 数 果 二就 テデ アル。

吾 々ガ唯 今見 タ様 二斯 クノ如 キ簡 輩 ナ無害 ナ免

疫法 デアルB.C.Gハ 確 カニ有数 デアルカ否 力?。

全世界 デ確 カメ ラレタ成績 ハ吾 々二此 ノ質問 テ

肯定 スル コ トラ敢 テセ シノル。少撒 ノ小 見 二就

テB.C.Gノ 接 種 ノ敷果 ガ方法 的 二研究 サ レテ

ヰル凡 テ ノ都 市 二於 テ、例 ヘバ、 アムステルダ

ム、 コペ ンハーゲ ン、 ニュー ヨー ク、バ ルセ ロ

ナ、 ワル シヤウ等 ノ如 ク、叉多籔接種 ガ試 ミラ

レテヰル諸 國 二於 テ、 例 ヘバ佛蘭西、 ルー マニ

ヤ、瑞典、 スペ イ ン、 ウル グフ イ等 ノ如 ク、到

ル塵此 ノ如 キ良好 ナ 成績 ガ 記録 セ ラ レ テ 居

ノレo

多数 ノ小見二接種 シ長 イ期間観察 シタ凡テ ノ實

験者ハ接種者二於 テ著明ナル、一般拉二結核死

亡激 ノ減少テ是認 シテヰル。
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Calmetteニ ヨツテ 其 ノ逝去 ノ直前 ニナ サ レタ

佛蘭西各地 ヘ ノ最後 ノ順 問 ニ ヨル トB.C.G接

種 小見 ト非接種小見 トノ全死 亡数 ノ差異 ハ常 二

前者 二於 テ良好 ナル コ トテ誼 明 シテ居 ル。114

個 所 ノ結核相談 所 デ観察 サ レテ居 ツタ結核感染

ノ危 瞼 アル環境 ノ8075名 ノ小見 デ、接種者 デハ

1歳 ノモ ノ・全死 亡撒 ガ4.6%デ アルニ封 シ、

非接種 ノモ ノデハ16-25%テ 動 揺 シテヰル コ

トテ示 シタ。即 チ全死亡撒 ハ非接種小見 二於 テ

約5倍 モ高 イ。

我 々ハ接種 後開放性結核 ノ雨親 ニ ヨツテ育 テ ラ

レタ小見 ハ14例 ラ長 イ間観察 ス ル コ トガ出來

タ。其 ノ最長年者 ハ既 二8歳 デ アル ガ此 ノ小見

等 ハ週期的 二臨躰及 ビ「レン トゲ ン」ニ ヨツテ診

察 セ ラレタガ何 レモ些 ノ進行性結核 ノ徴 テモ登

見 スル コ トハ出來 ナカツタ。

B.C.Gノ 数 果 テ論議 シタ100二 絵 ル科學的報 告

テ詳細 二公ZF二 探究 スル時 ニハB.C.G接 種 ハ

後來 ノ有毒菌感染 二封 シテ防衛 スル コ トガ出來

ルモ ノデアル コ トテ明快 二示 シテヰル。他方接

種小見 二数例 ノ結核死 亡ガ認 メラレテモ凡 テノ

接種法 二多少 トモ不成功 ノモ ノモ アル コ トテ忘

レテハ ナ ラナイ。 又、考 フベキ コ トハB.C.G接

種 デハ多 ク ノ不成功 ハ小見 ノ結核環境 ヨ リノ隔

離 ガ正 シイ有敷 ナ免疫 ニ トツテ必要鋏 ク可 ラザ

ル モ ノデアル トハ云 ヒ乍 ラ稀 ニ シカ行 ハ レテヰ

ナ イコ トニ基因 シテ居 ル事 ガ屡 ≧アル。

或 ル學者 ハCalmetteノ 統 計的謹 明 テ完全 二批

判 サ レタモ ノデナ イトシテヰル。又他 ノモ ノハ

斯 ク困難 ナ重大 ナ問題 ノ同答 二向 ツテ充分 ナ ラ

ザ ル統 計成績 テ取扱 ツテ居 ル コ トテ遺憾 トシテ

居 ル。

然 シ此 ノ不 安ハ絵 リ嚴格 二考 ヘル可 キモ ノデハ

ナ イ ト思 フ.實 験 的謹 明 ニヨツテ確 カメラ レタ

事實 ハ統 計 ノ不完全 デアルガ タメニ放逐 サ レル

可 キモ ノデハ ナィ。

吾 々ハ純梓 ナ統 計的表示 ヨ リモ数 ハ多 クナ ク ト

モ正確 ナ観察 テナサ レタ少数 ノ例 二大 ナル憤値

ラtクfi有 名 ナ スペ イ ンノ結核病學者Say6ノ

例 二見 テモ、長年氏 ノ観察 ノ下 ニ アツタ40以

上 ノ家族 二於 テ掲 リB・C・Gテ 接種 シタ小見 ガ

健康 デ生 キ残 ツ タ。・而 シテ其 ノ小見等 ハ間断 ナ

久 結核 ノ母親或 ハ父親 ト共 二生 活 シテ居 ツタ

モ ノデ アル。

此 ノ事實 ガ膨大 ナ統 計 ヨリモー一層信葱力 ガ アル

トハ誰 ガ信 ジナイデ アラウカ。早速弦 二此 ノ観

察 ノ1例 ラ展 示 シヤウ、夫 レハ模 型的 二次 ノ表

二示 サ レル。

ロ1①

IliIll■
● 口 ● 口 ●
123456

VV

正 方形 ハ家族員 ノ男子、圓 ハ女子 テ表 ハス。黒

色 ハ結核死 亡、 白色 ハ健康 ナ人 テ表 ハ ス。又牛

白牛黒 ハ結核罹患 ノ モ ノテVノ 文 字 ハB.C.G

接 種 者 テ示 ス。

先 ヅ第一 二目ニツクコ トハ此 ノ家族 二於 テハ父

ハ健康 デ母 ハ結核 デアル。母親 ハ慢性繊維 性肺

結核 二罹 ツテ居 ル。此 ノ結核 性肺攣化 ハ傳染 性

デ アルガ比較 的長命 テ保 ツテ居 ル。此 ノ健康 ナ

圭人 ト其 ノ妻 トノ間二6人 ノ子供 ガ生 レタ。其

中2人(No・3、5)ハB.C.Gテ 接 種 セラ レ、他

ノ4人(No・1、2、4、6)ハ 接 種 サ レナカツタ
。

此等 ノ小見 カラ何事 ガ起 ツタカ?、B.C.Gテ 接

種 サ レタ2人 ハ著 シク健康 ナ歌態 二在 ル。而 シ

テ上ハ既二7歳 、下ハ3年10ケ 月 デ アル
。4人

ノ非接種小見 ハ何 レモ結核性磯膜 炎 デ死 亡 シ夫

々 ノ年齢 ハ3歳(No.1)、18ケ 月(No.2) 、5

ケ月(No・4)及 ビ9ケ 月(No .6)デ ア ツタ。

斯 ク ノ如 ク6人 ノ小見 ハ何 レモ結核感染 二曝 ラ

サ レテ居 ツテ・ 其 ノ中2人 ハB .C.Gテ 接 種 セ

ラレテ健康 デ居 リ、4人 ハ接 種 サ レズ ニ皆結核

性磯膜炎 デ死 亡 シタ ノデアル。

其 ノ解読 ハ饒分 デアル!

× ×X

吾々ハ結核ニヨツテ既二古代 カテ全世界 二於 テ

惹起 サレテ居ル破壌 テ知 ツテ居ル。而 シチ吾々
ハ古 イ防衛法モ亦有数 デアルカモ知 レヌガ此 ノ
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疾 病 ノ蔓延 二向 ツテハ到 ル塵 無力 デ アル コ ト彦

謹 明 シタ ト理解 スル。從 來 ノ留學 ハ圭 トシテ既

二感 染 シタ個人 ラ世 話 スル ノデ アツテ、・夫 レニ

ヨツテハ決 シテ完全 二結核 ラ絶滅 セシムル コ ト

ハ出來 ナ ィデ ア ラゥ コ トハ逡 二正 シク認 メラレ

ネバ ナ ラヌ.

國 民同盟衛生委員會 ノ代 表 ハ最近次 ノ如 キ設 明
レ

テ洩 ラシテヰ シ。「吾 々讐人 ハ近年結核治療 領域

ノ上 ニナサ レタ進歩 二就 テハ完全 二嘆賞 スル モ

ノデ アル。夫 レニヨツテ輕快、治癒 シタモ ノ・

多撒 ニ アル コ トハ感謝 テ以 テ確 カニ認 メタ庭 デ

アル。併 シ乍 ラ若 シモ全膿 ノ結果 テ考 フルナ ラ

バ、吾 々 ヲ シテ「達 セラ レタコ ト」ト「達 セ ラル可

キデ アツ タ事」トテ比較 セ.シムノレ時 ニハ 落謄 セ

ザ ル ヲ得 ナ イ。 兎モ角 多撒 ノ結核患者 テ治療 蓼

テ輕快乃至 ハ治癒 サヘ セ シメ得 タケ レドモ結核

症 例 ノ全数 ハ著 シクハ減少 シナ イ。 ト云 フノハ

毎 日 ノ如 タ新 シイ患者 ガ登生 スルカ ラデ アル。

個 々 ノ症例 二於 テハ多撒治癒 シテ内科及 ビ外科

學 二名聲 ガ蹄セ ラレテヰルガ、肚 會的疾患 トシ

テ ノ結核 ニハ少 シモ鰯 ル ・所 ガナ ィ。治療 ハ膨

大 ナル 失費 ニモ拘 ラズ僅 カニ限 ラレタ成果 シカ

達 シ得 ナィ。.斯 クテ此 ノ理由 カ ラ豫防醤學及 ピ

∫吐會'衛生 ノ方 二轄 ズル コ トニナ ツタノデ アル」。

此 ノ要 求 ガ欧洲 ニ トツテ正當 デ アル ト云 フ事 ガ

認 メ ラレルナ ラバ同檬 ナ事 ガ更 二強 ク更 ニー層

極東諸 國 ノ民族 二封 シテモ適切 二該當 スルモ ノ

テ アル。

東部亜細 亜諸 國 ハ欧羅 巴 二於 ケル ヨリモ住民 ノ

密度 ガ遙 ヵ二高 ク結核 ハ惨酷 ナ速 サデ傳播 シテ

ヰル。此等 ノ國 々二於 テハ凡 テ ノ傳 染性結核患、

者 テ放容 スル タメニ充分 ナル 「サナ トリウム」、
ら ご

特殊 病院 テ建設 スル コ トハ不可能 デァル コ トハ

容 易 二理解 サ レル。

斯 ル ガ故 二結核 ガ深 ク浸潤 シテヰ才年 々旗大 ス

ル様 ナ國 デノ・就 中小見 テ防衛 スル コ トガ考 ヘ ラ

レネバ ナ ラナイ。

小見 ガ此 ノ世 二生 ラ享 ケル時 ニハ結核 二罹 ツテ

ヰナ イコ トハ明 ラカナ コ トデアル。傳 染性 ノ患

者 ガ直 グ其 ノ周 園 ニ アル場合 ニハ隼後 間 モナ ク

感染 スル シ、他 ノ小見 ト遊 ブ様 ニナツテ初 メテ

感染 不ル場合 モアル、 又學校 へ行 ク檬 ニナ ツテ

カ ラ、或 ハ 自ラ生 計 ガ立 テ ラ レル様 ニナツテカ

ラ初 メテ感染 不ル コ トモ アル。從 テ経験 的 二論

理的 二判断 サ ヒタ結核 豫防 ハ圭 トシテ爾 ホ健康

デ居 ル小見 テ其 ノ結核感 染 二先立 マテ防衙 スル

ト云 フコ トニ向 ケ ラ.レネバナ ラナ イ。

結核 二關 冬ル 吾 々 ノ今、日 ノ知識 ヨ リ ス レ バ

B.C.Gテ 以 テスル小見 ノ接種 ハ出生後 直 チニ行

フ コ トデ アツテ、結核 二封 スル防衛 テ惹 起 スベ

キタメハ此 ノ方法 ハ最 モ簡 軍 デ ァ リ、最 モ経 濟

的 デ アリ且 ツ最 モ有 数 ナモ ノデ アル。

B・C.Gテ 以 テスル豫 防接 種 ハ 既 二12年 以 上 モ

實際 二使 用 サ レテ居 リ、著 明 ナル細菌學的、 臨

躰 的経験 テ背後 二有 シテ居 ル。B.C.Gハ 亦 疑 ヒ

ナ ク凡 テ ノ賢師 ノ興 味 ラ惹 イテヰル。現在得 ラ

レテヰル成績 ノ組 織的 「コ ン トローノレ」ノ下 二此

ノ簡軍 ナ無 害 ナ而 モ正確 ナ方法 テ正 シク
、慮用 ス

ル時 ニハCalmette,Guerip/B.C.G接 種 材

料 テ心 カ ラ推賞 スル コ トガ許 サ レル。今 日デハ

科學的 二基礎 ヅク ラレタ斯 クノ如 キ憤値 アル、

斯 ク ノ如 キ有数 ナ結果 二注意 ラ排 ハナ イ ト云 フ

コ トハ最早許 サ レナイ
。何 故 ナ レバ國民 ハ昔 ヨ

リモー層健康 ナ元氣 ナ青年 テ望 ンデヰル カ ラデ

ア ノレ。

文 献

1) Calmette, A., La vaccination preventive 
contre  la tuberculose par le B.C.G. (Masson et 
Cie,  editeurs, paris, 1927). 2) Calmatte, A., 
Vaccination preventive de la tuberculose de 
l'homme et des animaux par le B.C.G. (Masson

et Cie.  editeurs, paris, 1932). 3)  Chaussinand , R
., La vaccination contre  la tuberculose par le . 

B.C.G. (Experimentation et pratique . Preface 
du prof. A.  Calmette.(Doin  et Cie , editeurs, paris, 

 1931). 4) Chaussinand, R., La vaccination



第7號 】R.Chaussinand.=B.C二Gヲ 以 テ ス ルCalmetteノ 結 核 豫 防接 種809

contre la tuberculose par le B.C.G. (Revue franc. 

pediatric. T  VI, 1930 N 3 et 4  p.  p. 355-420 et 
496-591). 5) Chaussinand, R. et Tempe, G.. 

 Contritution  a  letude de  l'innocuite du B.C.G. 
chez le nourrisson. (Ann. Inst. Pasteur, T  45,  1930. 

pp. 65-70). 6) Chaussinand, R., Fixation  de 
 l'attennation de la virulence du B.C-G. et  inn-

ocuite de la  premunition par le B.C.G. dans 
 l'ispece humaine. (The chinese med.  Journal. 

1936. Vol. 50. pp. 1235-1242). 7) Chaussinand, 
R., Sur  l'innocuite de  la  premunition par le 
B.C.G. (Paris medical N° 1. 1937. pp. 15-17). 
8) Chaussinand,  R, A  Propos des  differents

modes de Vaccination par le B.C.G. Avantages 
de la Methode des deux injections  sous.entanees 
simultanees. Variations de  la virulence de B.C.G. 
dans la premunition de  l'espece humain. (Ann. 
Inst. Pasteur. T. 55, 1935. pp.  451-474).
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